
中学校理科第１学年 学習指導略案

日  時   平成 １ ２ 年 １１ 月 １ ７ 日（ 金 ） ２ 校 時
場  所  水 沢 中 学 校 　 コ ン ピ ュ ー タ 室
学   級　 １年Ａ組 男子２０名女子１６名計３６名
指導者    谷 木 啓 恭

１ 単元名
音の世界

２ 本時の指導目標
音の大小は物体が振動する幅の大小によってきまることや音の高低は物体が振動する回数によ

ってきまることが言えるようにする。

３ 本時の展開

学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価

１ 既習事項 １ 音の大小は振動の幅と １ 前時の実験結果から
の確認 関係があること、音の高 想起させるようにする

導 低は振動する回数と関係
があることを想起する。

入 ２ 学習課題 ２ 学習課題を設定する。 ２ 音を波形として目に ２ 課題を設定す
の設定 見えるようにして、音 ることができた

５ の大小や高低と振動す か
る幅や回数の関係を調
べることを伝える。

音の大小は物体が振動する幅の大小によってきまることや音の高低は物体が振動
する回数によってきまることを確かめよう

３ 学習方法 ３ 物体の振動によって出 ３・ 』(岩手県 ３ コンピュータ『MakeWeb
の確認 た音や声を、マイクを通 立総合教育センター開 等を用いると、

してコンピュータで表す 発教材)を用いる。 音を波形として
と、音の大小や高低の違 ・音の振動を波形とし 表すことができ

展 いを波形で詳しく調べる て表示することができ ることがわかっ
ことができることを知る ることを紹介する。 たか

４ 音の大小 ４ 実際に大きな音と小さ ４ 楽器や声の大小につ ４ 大きな音の振
による振幅 な音をマイクから入力し いて演示し、音の波形 幅は大きく、小
の違い 音の波形の違いを読みと を見せる。 さな音の振幅は

る。 小さいことに気
づいたか

開
５ 音の高低 ５ 実際に高い音と低い音 ５ 楽器や声の高低につ ５ 高い音の振動

による振動 をマイクから入力し、波 いて演示し音の波形を 数は多く、低い
数の違い 形の違いを読みとる。 見せる。 音の振動数は少

ないことに気づ42
いたか

６ 振幅や振 ６ サイン波の振幅や振動 ６ コンピュータ画面上 ６ 音の大小は物
動数の違い 数を変えることで発生す にサイン波を提示し、 体が振動する幅
による音の る音の大小や高低の違い 振幅や振動数を変化さ の大小によって
大小と高低 を比べる。 せることにより出力さ きまることや音

れる音を聞かせる。 の高低は物体が
振動する回数に
よってきまるこ
とが言えたか

７ 本時のま ７ 学習したことをノート
終 とめ にまとめる

末 ８ 次時の予 ８ 音を伝えているものは ８ 音の聞く器官は耳で
告 何かについて学習するこ 鼓膜を振動させている

３ とを伝える ものについて問いかけ
る。深入りはしない。

４ コンピュータ教材について
岩手県立総合教育センター理科教育室で開発した『 』を使用させていただいた。MakeWave



理科学習プリント 音

音の大きさや高さと振動（２）

学習課題

☆ 音の振動を波形として目に見えるようにする →

☆ コンピュータの波形

音の大小（音の高さは同じ）

大きい音の波形 小さい音の波形

音の大小（音の大きさは同じ）

高い音の波形 低い音の波形

※まとめ

音の大小

大きい音は振動の（ 。）

小さい音は振動の（ 。）

音の高低

高い音は振動する（ 。）

低い音は振動する（ 。）


